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血管内血液ガス連続モニタリングシステム

パラトレンド7の ICUでの使用経験

横浜市立大学医学部麻酔科、 ICU 紙谷義孝 関野長昭 磨田裕

周術期や重症患者の管理において動脈血血液ガス分

析は今やルーチンに行われる検査の巌たるものである

が、特に呼吸器疾患の患者及びショック患者のように

代謝性アシドーシスが遂行するような場合には頻回に

測定する必要がある。従来の方法では測定結果の報告

までにある程度のタイムラグは避けられず、病態にリ

アルタイムに追従出来ないといった久点がある。また、

検査が頻回になるほどICUに従事する医師の労力を増

大させ、採血時の血液汚染や感染の頻度も高くなる。

近年になり血管内に留置可能な微小血液ガスセンサー

が開発され、本邦においては DiametricsMed ical 

Limitcd社製のパラトレンド7が臨床に応用されている。

残々はARDS症例に対しサーファクタント補充療法を

施行した際、パラトレンド7を用いて連続的に血液ガス

モニタリングを行い、サーファクタント投与時の低酸

素血症、呼吸性アシドーシスの監視を行った症例を提

示する。

症例は28歳女性。労作時呼吸図難で発症したARDS

の治療のため、当院ICU入室後直ちに人工呼吸菅理が

開始された。しかしPEEPや腹臥位体位ドレナージなど

によっても血液ガス上および胸部X線所見上の改善が見

られず、 ICUでの治療開始5日目から肺サーファクタン

ト30mglkgの経気道的投与を3日間行うことになった。
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サーファクタント投与中

この時の血液ガスの変動を持続的動脈血液ガスモニター

を用いて監視しなから気管支鏡を用いて両日市気管支内

にまんべんなくサーファクタントを投与した。サーファ

クタント注入直後からPa02が上昇し、また、気管支鏡

挿入のための低換気に由来するPaC02の上昇、呼吸性

アシドーシスが観察された。 (Fig)

従来はこのような状況ではパルスオキシメーターと

カプノメーターを併用して呼吸状態を監視することが

考えられるが、カプノメーターによるEtC02の測定で

は酸塩基平衡のアンバランスは間接的に推定するしか

ない上、気管支鏡の何人中は測定値の信頼度が低下し

てしまう。その点パラトレンド7では動脈内に留置した

センサーによって直接Pa02，PaC02， pHがモニター上

に表示される。

主に榛骨動脈内に留置して用いられるため、通常の

動脈留置カニューレと同様に血栓形成の可能性がある

こと、長期の留置が不可能であること、センサーが物

理的刺激に弱く、患者の動きによって断線してしまう

などの問題はあるが、 ICUにおいて気道の処置を伴

う患者のモニタリングとして特に有用であろう。

Figサーファクタント投与時の

パラトレンド7の表示画面

pH、PaC02、Pa02がリアルタイムに変動

している様子が画面上に表示されている
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血管内血液ガス連続モニタ リンタンステム

パラトレンド7
このモニターが多くの命と、

スタッフの苦労を助ける。という

いくつかの理由をお伝えしましょう。
パラトレンド 7は、f近来、 一定間隔て採血して
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常に占持庁の患者データをしか も、最長72 11，~'IHJ ま

で見守るため、急激な患者の容態変化を見逃し

ません。また、全てのデータは取り外し l吋Eな

モジュールが記揮しますので、モジュールはそ

のまま他のモニターで使用することもできます。

逸続血液方、スモニターパラトレンド7は今、新

たな提案をします。
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.大型でト見やすいスクリーン。.血管内にセンサーを留

置し、最長72時間の血液ガスを直接測定。・しかも、 1

秒毎に測定しているので急激な変化も見逃しません。

.センサーは抗血栓物質で、コーティング。長時間の使用

を可能にしました。・最新24時間の患者データ及びキャ

リプレーションデータを記憶。簡単にコーノレパックでき

ます。e20Gカニューレで官加配圧の測定も可能。
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